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ゼネコンデベロッパーとしての総合力を生かしたスマート

シティの実現

「スマートシティ実現の目的は、そこで活動する人々がより豊かで便利

な生活を享受できるようになることだと考えています」と鹿島建設副社長

の山口皓章氏は基本理念から説き起こす。

「そういう意味で、スマートシティ実現に貢献することは当社の経営理

念と一致するものです。当社にはかねてよりさまざまなアプローチでスマ

ートシティにつながる取り組みを続けてきたという歴史があります」

山口氏はその一例として、「東京イースト21」において2012年に導入し

た「スマートエネルギーネットワーク」を挙げる。「東京イースト21」は

1992年に完成した東京都江東区のホテル、ショッピングモール、オフィス

ビルなどの複合施設である。東京イースト21全体をスマートタウン化して

エネルギーを効率的に利用し付加価値向上につなげる取り組みが注目を集

めた。

「スマートシティを実現する上での当社の強みは、開発企画から設計、

施工、運営・維持管理というまちのライフサイクルすべてを一貫して手が

けることができる『ゼネコンデベロッパー』であるという点です。その中

で特に BIM／CIM などの空間情報データ関連技術がキーポイントになる

と考え、力を入れて取り組んでいるところです」

このように、企画・設計段階からスマートシティを実現しようとしてい

る同社の実際の取り組みの代表例が「羽田空港跡地第�ゾーン整備事業

（第一期事業）」である。

イノベーションの創造・発信を目指す羽田空港島内の大規模複

合開発

東京オリンピック・パラリンピックを機に、羽田空港では国際線の発着

枠拡大が予定されており、今後国内外の旅客数が増えることから、現在、

旧羽田空港滑走路の跡地を生かした大規模な複合開発事業が行われてい

る。市街地に近い「羽田空港跡地第�ゾーン」では、研究開発施設（ラ

ボ・大規模オフィス）、先端医療研究センター、会議場、イベントホール、

日本文化体験施設、飲食施設、研究・研修滞在施設、水素ステーションな

ど多彩な施設の整備が進められている。京浜急行電鉄空港線・東京モノレ

ール「天空橋」駅直結で国際線ターミナルから�駅と、交通アクセスに恵

まれている点も特徴だ。

この事業は大田区が「新産業創造・発信拠点」の形成を目指して2016年

に事業公募を行ったもので、その翌年に設立された事業主体である「羽田

みらい開発株式会社」は代表企業である鹿島建設を含めた出資�社による

コンソーシアムとなっている。本年�月には施設名称として「HANEDA

INNOVATION CITY」が公表された。日本の玄関口として世界中のヒ
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ト・モノ・コトを運んできた「羽田空港」跡地のDNAを受け継ぐこのま

ちでは、異なる価値が行き交い、交錯し、日本の次なるイノベーションを

創造・発信していく、という想いがこの名称に込められているという。ま

た、国土交通省の進めるスマートシティモデル事業において、重点事業化

促進プロジェクトに挙げられている。

東京オリンピック・パラリンピック開催前の2020年�月に一部施設が先

行して開業する予定で、全面的なグランドオープンは2022年の計画だ。

地域課題解決のテストベッドに

「このプロジェクトは一種の“まちおこし”として地域課題の解決に寄

与するという役割を持っています。その一環として最先端のスマートシテ

ィ実現を目指すのが基本コンセプトです」と山口氏はスマートシティモデ

ル事業公募への同社参画の背景と経緯を説明する。

大田区は全国有数の中小企業集積地として知られ、現在でも金属加工を

中心に約3,000のいわゆる町工場の集積がある。こうした高い技術力を背

景に、区ではベンチャー・創業者支援、技術革新の促進、国際化への対応

などの施策を打ち出している。しかしその半面、大田区内は木造密集地域

が残り、交通弱者の移動手段の確保も課題であり、高齢化の進展による生

産年齢人口の減少や地場産業の担い手不足が深刻化している。都市観光推

進の面での認知度向上、商店街活動などを通じた地域の賑わい創出といっ

た、持続可能な都市域を構築するための課題も抱えている。

「当該エリアは社会問題の創造的解決を図るテストベッドとなるスマー

トシティを形成することで、これらの多様な課題に対して解決への道を開

くことを目指しています」と山口氏は続ける。「ここで治験的、実証的な

取り組みを行って、その成果を大田区の抱える諸課題に対して解決策とし

て提示していく。町工場を中心とした技術の集積地に近接していることか

ら、そのメリットを生かして地場産業の衰退に歯止めをかける役割がこの

開発事業に期待されているわけです」

世界を見据えた「持続可能都市おおた」の実現に向けて

世界を見据えた「持続可能都市おおた」──というスローガンを掲げて

いる。町工場を核とした技術を未来に持続させるとともに、海外にも発信

していけるよう、Society5.0のテーマにも挙げられているロボット、AI、

IoT など先端技術の活用を進め、新たな価値を生み出すことを目指す。
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・高齢化が進む社会における健康寿命
の延伸や未病の取組

健康

・交通弱者の移動支援に向けた自動走
行技術やパーソナルモビリティの展
開
・シームレス・バリアフリーのモビリ
ティシステムの構築

・木造密集地域等における交通弱者の
移動手段の確保

交通

・多様なデータを活用したニーズ・シ
ーズのマッチングによる産業交流の
仕組みづくり

・全国有数の中小企業集積地で高い技
術力の維持発展、国際化への対応
・ベンチャー・創業者支援、技術革新
の促進

産業

大田区の課題を踏まえた対象区域での
解決策

大田区の課題

・区内観光促進のための効果的な情
報、サービスの提供
・データに基づく持続的、効果的なエ
リアマネジメントの展開

・大田区の都市観光推進のための認知
度向上
・商店街活動等を通じた地域づくりの
取組による賑わいの創出

観光
地域活
性化

・ロボティクス技術を活用した都市施
設の維持管理の効率化

・生産年齢人口の減少、担い手不足生産性
向上

・区民健康寿命の延伸に向けた高度な
ヘルスケア関連サービスの提供
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鹿島建設では、共同参画企業と共に、上記諸課題の解決に向けた方策・

取り組みとして次の�点を主軸に据えている。

方策� 分野間連携データ基盤の構築……BIM／CIM を活用した空間

情報データ連携基盤の構築。

方策� 多様な交流を生み出す仕組みづくり……スマートシティ形成に

より得られる多様なデータなどを活用したニーズ・シーズのマッ

チングによる産業交流の仕組みを形成。

方策� 大田区が直面する課題に応える�つの取組展開。

① スマートモビリティ

交通弱者の移動支援に向けた自動走行バスの導入や自動運転技術

の開発。パーソナルモビリティの展開と提供。スマートパークの導

入。シームレス・バリアフリーのモビリティシステムの構築。

② スマートヘルスケア

区民の健康寿命の延伸に向けた高度な健康改善サービス、ヘルス

ケア関連サービスの提供。

③ スマートロボティクス

ロボティクス技術を活用した都市施設の維持管理の効率化と生産

年齢人口減少に対応した生産性向上。

④ スマートツーリズム

区内観光促進のための観光客動態把握と効果的な情報・サービス

の提供。地域活性化を図るためのデータに基づく持続的、効果的な

エリアマネジメントの展開。区内商店街などの活性化に向けたキャ

ッシュレス、シェアサイクル導入などの環境整備。

「この�つの方策と�つの取組テーマがまちの機能として組み込まれる

わけです」と説明した後、山口氏は「誤解してほしくないのは、スマート

シティかくあるべしと事業主体が先導して教科書的につくり込んでいくの

ではないという点です。このまちでは寛容性・多様性を大切にしたい」と

強調する。「集まった企業がそれぞれの特徴や強みを生かし、ボトムアッ

プで自主的・自発的に関わる。地場の町工場も試作品をつくったりして主

体的に参画する。それが基本です。各プレイヤーが未来を見据えてここに

集結しているのです。その中でスマートシティの理念は共通しているとい

うことです」

空港隣接のメリットを生かして

「東京オリンピック・パラリンピックに向けて国は4,000万人のインバウ

ンド来日を目指しています。羽田空港は日本の玄関口であり、このまちは

外国人がまず空港に降り立って最初に目にするショーケースでもありま

す。テストベッドという役割を設定したのも、そういう利点を生かしたス

マートシティの展開が望ましいと考えたからにほかなりません」

山口氏の話はロケーションの利点から世界標準化に向けた技術要件へと

広がる。
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「海外の先進事例を見れば、EU を中心として空港周辺におけるスマー

トシティ技術の世界標準化が進められています。たとえばオランダ・アム

ステルダムのスキポール空港では最先端技術がすでに運用に供されてい

て、施設全体が BIM 化、空間情報化されています。そうした世界標準化

を日本の玄関口である羽田空港の隣接地で展開しようと。そのため、本事

業の取り組みを通じて、スマートエアポートシティとして備えるべき世界

標準のスマートシティ技術を整理・把握することで、他の空港隣接地にお

いてスマートシティ化の際に導入すべき技術の参考にもなるだろうと思っ

ています」

事業主体には空港関連事業者も参画していることから、中長期的な観点

で空港ターミナルや関連施設への本格導入を検討することが可能であり、

より具体的な示唆が得られることが想定される。こうしたスマートシティ               

関連技術集積型エアポートシティ形成に向けて、山口氏はさらに熱く語る。

「空港ターミナルに近接しながら、その周辺にまちが広がっているとい

う事例はシンガポールなどに見られます。そうした最先端の空港近接地に

おける海外都市開発事例を踏まえると、まとまった規模での産業集積が進

み、世界レベルでの情報発信および交流を促進することで国際競争力の向

上が期待されます。日本のプレゼンスを高めるのに最適の条件を備えてい

る。それを実証していくというのがこのまちのポテンシャルだろうと思い

ます」

こうした同社の先見性は、建設部門においても生かされていることを最

後に付け加えておこう。2018年11月に発表された「鹿島スマート生産ビジ

ョン」は「作業の半分はロボッ

トと」「管理の半分は遠隔で」

「すべてのプロセスをデジタル

に」という�つのコアコンセプ

トから成り立ち、人手不足の解

決や生産性向上など建設業界の

抱える問題を解決し、建設現場

の未来図を提示するものとして、いま大きな注目を浴びている。
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《鹿島の建設デジタルトランスフォーメーションへの取り組み》

ICT を活用したロボット技術の開発と現場管理手法の革新を進め、2025年を

目標に、より魅力的な建築生産プロセスの実現を目指しているのが、「鹿島スマ

ート生産ビジョン」の取り組みである。鹿島スマート生産ビジョンは、�つの

コンセプト「作業の半分はロボットと」、「管理の半分は遠隔で」、「すべてのプ

ロセスをデジタルに」から構成され、資材運搬などの単純作業や耐火被覆吹付

などは機械化を進める一方で、特殊な部材の施工や複雑な調整を必要とする作

業は人が行い、人と機械の協働により生産性の向上を目指す。建設プロセスの

デジタル化には、BIM（Building Information Modeling）の�次元空間情報

が軸となっているが、BIM データはロボット・AI などの新しいサービスとつな

がることにより、スマートシティのデジ

タルツインへと進化していくと考えてい

る。

CIM（Construction Information

Modeling）：土木・インフラ分野のBIM

GIS（Geographic Information

System）：地理情報システム
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従業員数 7,783人（2019年�月末現在）

■鹿島建設株式会社（KAJIMA CORPORATION）
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IoT IoT IoT

BIM/CIM/GIS と IoT 連携によるスマート
シティ・デジタルツインイメージ
（buildingSMART Japan 資料より）

F20256
長方形

F20256
長方形

F20256
長方形

F20256
長方形

F20256
タイプライターテキスト
出典：「スマートシティ」（時評社）


